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第2章 建築空間におけるユニバーサルデザイン

この章のポイント:
　・　移動空間におけるユニバーサルデザイン
　・　生活空間におけるユニバーサルデザイン
　・　情報装置とユニバーサルデザイン

建物は利用するひとが中心。だからユニバーサルデザイン。

　建築空間におけるＵＤを実現するための具
体的なポイントを移動空間、生活空間、情報装置
に分けて示しています。
　それぞれの項目では、特に重要な視点を「基本
事項」として整理し、その後具体的な配慮事項を
示しています。

基本事項（共通事項）� 
１アプローチ� 
２駐車場� 
３�玄関� 
４�廊下等� 
５�出入口� 
６エレベーター･エスカレーター� 
�  ７階段�

 ８スロープ�
９レジ通路・改札口等�
10プラットフォーム等�
11手すり�

 
 

基本事項（共通事項）� 
１トイレ� 
２多機能トイレ� 
３更衣室・シャワー室� 
４浴室� 
５宿泊施設・客室� 
６観覧席・客席� 
７カウンター・水飲み場� 
８授乳室等� 
９家具� 
10操作ボタン・スイッチ等�  

基本事項（共通事項）�  
１視覚情報サイン�  
２触覚情報サイン�  
３聴覚・嗅覚情報サイン�  
４情報機器� 

1.移動空間� 2.生活空間� 3.情報装置� 

建�    物� 

□施設設備計画の構成�

　本ガイドラインに示されている寸法等は、
ハートビル法※１や交通バリアフリー法※２に基
づく誘導的な数値基準等を参考としています
が、空間の使われ方や諸設備等の役割を十分に
理解したうえで、できる限り多くの利用者の意
見を聴き、より使いやすい、より安全で、しかも
美しい建築を設計する姿勢を持ち続けること
が重要です。
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＜連続性のある空間領域＞� 

  
 

 

   
 

   

 
 

   
  

 
  

 
 

  

道
路�

通路�

駐車場� 案内板�
受付�

車寄せ�
玄関� ホール�

廊下�

エレベーター�
エスカレーター�

階段�

便所�
湯沸�

廊下�

諸　室�

便所・浴室�
湯沸・更衣室�
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車止�
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350cm以上�

140cm以上� 140cm以上� 140cm以上�

安全な通路�

視覚情報サイン�

駐車しやすさに配慮した�
床面ペイント�

ゆったりとした車路�

柱は車室の角や�
ドア付近をさける�

（夜間のつまづき防止のため反射材等の使用を検討する。）�

ゆったりとした車室�



19

受付�
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170cm以上�

30cm以上�

30
cm
以
上
�

12
0c
m

14
0c
m

方向転換�
スペース�

18
0c
m以
上
�

窓�

引戸の出入口�
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手すり�

開き戸� 引戸�

90cm以上�45cm以上� 45cm以上�90cm以上� 必要な場合は
車いす当たり

35
cm

85
cm
～
90
cm

85
cm
～
90
cm
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ロビーの広さは180cm以上�

有効広さは�
150cm以上�

出入口の有効幅は�
90cm以上�ロビーの広さは�

180cm以上�

有効幅は�
160cm以上�

両側に車いす�
使用者が操作�
できる操作版�

正面に�
鏡を設置�

扉のある側以外の壁面に�
手すりを設置�

エレベーターの平面の詳細�

外部との連絡として�
ガラス窓を設けること等に�
より外部から内部が見える�
構造とする�

ロビー操作盤の高さは�
100cm程度�

エレベーターの正面の例�

正面に鏡を設置�
出入口の状況が確認�
できるよう�
大きさ、位置に配慮�

かご内操作盤の高さは�
100cm以上�

手すりの高さは�
80～85cm程度�

ロビー操作盤の�
高さは�
100cm程度�

エレベーターの断面の例�



23

乗降口には、動線の交錯を防止するため、
固定柵又は固定手すりを設置�

移動手すりは�
くし板から70cm程度延長�

水平部は３枚以上が望ましい�

高さは�
80～85cm

くし板の端部と踏み段の色の明暗差が大きいこと等により
くし板と踏み段との境界を容易に識別できるようにする�

踏み段の端部に縁取りを行うなどにより、
踏み段相互の識別をしやすいようにする�

乗降口には、動線の交錯を防止するため、
固定柵又は固定手すりを設置�
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車いす等の避難スペース�

�
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有効幅は�
180cm以上とすると車いす使用者同士がすれ違える�

勾配は�
1/20とすることが望ましい�

屋内は高さ75cm以内・屋外は高さ60cm以内�
ごとに設ける�

手すりの端部の�
水平部分は45～60cm程度�

水平区間�
180cm以上とする�

踊り場は�
150cm以上とする�

水平区間は�
180cm以上とする�
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90
cm
以
上
�

有人改札�
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縁端�

点字ブロック�

ホーム�

80cm以上� 30cm
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85～�
90cm

15～20cm

70�
cm

60�
cm�
以�
上�

しっかり握る手すりは直径3～4cm

歩行用�

ひじや手の平で使う�

6～7cm

2.8～3.5cm

立座り用�

隙間4cm程度�

75～�
85cm�
�

大転子骨�
径の1/2

隙間4～5cm程度�

60
～
65
cm

75
～
85
cm


